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有線＋無線混在のブロードバンド整備を推奨。主要幹線となるべく３村  
の外周を光ファイバー有線にて整備し加入者へのブロードバンドサービス  
は無線を利用。

～特  徴～
■幹線主要ルート：光ファイバーケーブル網（100Mbps～10Gbps）
■加入者接続網：無線接続
■加入者通信速度：10Mbps（収容加入数：500世帯）
■通信エリア：2Km前後のエリア（遮蔽物による）
■その他

・地域系割り立て周波数10MHzを想定
・次年度以降における無線方式の標準化、製品動向が鍵

⑫

■アンテナ基地局数：20箇所

■想定チャンネル数：３チャンネル

使用周波数 4.9～5.1GHz

■高出力である為、ｻｰﾋﾞｽｴﾘｱが広い

■登録制であるため、無線局の開設が容易
■他ｼｽﾃﾑとの干渉少ない
■高出力無線LAN の中継利用が可能

■ｱﾝﾃﾅ間には見通しの確保が望ましい
■多段中継は品質が低下する

■ﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙ（比較的高速通信、中ｴﾘｱ）
　　条件不利地域におけるﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄ

　　対策の加入者回線ｻｰﾋﾞｽ

■拠点間通信

　　離島/山間部向け中継回線

WiMAX

　　条件不利地域におけるﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対

　　策の加入者回線ｻｰﾋﾞｽ

■拠点間通信

■他ｼｽﾃﾑとの干渉が少ない

■ﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙ（比較的高速通信、広ｴﾘｱ）

推奨
利用方法

■都市型ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ

　　高速ﾃﾞｰﾀ通信の面展開

　　離島/山間部向け中継回線

短所

■固定系地域ﾊﾞﾝﾄﾞでは干渉回避策が必要
■世界的に普及するまでは高価
■無線局免許必要、無線技術者必要等、
　制度的な制約が多い

長所

■世界規模で普及の兆し
　(ｽｹｰﾙﾒﾘｯﾄによる機器/端末の廉価化が
　期待)
■高速ﾃﾞｰﾀ通信が可能
■優れた移動性
■直接・反射波に強く、見通し外通信可
■QoSをｻﾎﾟｰﾄし、ﾄﾘﾌﾟﾙﾌﾟﾚｲ
　(Data,Video,VoIP)提供可
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■適材適所への無線方式を選択し構築事業費及び運用費用を考慮した上で
選択が必要。

～携帯利用～

～在宅介護支援～
独居老人対策

～ワイヤレスインターネットサービス～
映像通信を活かした窓口相談等

～安全・安心・防災サービス～
告知放送サービス

音声通信による地域連携
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